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春

日

和

男

著

『
存
在
詞
に
関
す
る
研
究

ー

ラ
変
活
用
語
の
展
開

ー

』

原

口

裕

戦

後

二
十

年

の
国

語
学

の
研
究
史

で
、

ラ
変
型

助
動

詞
を

め
ぐ
る

問
題

ほ
ど
文
法

学
界

の
関

心
が
集
中

し

、
論
議

の
重

ね
ら
れ

た
も

の
も
な

い
。

一
つ
の
特

記
す

べ
き
動

向
で

あ

っ
た
と

い
え
る
が

、
そ

の
中
で

、
終
始
独

自

の
説

を
展
開

し

て
こ
ら
れ

た
先
生

の
多
年

に
わ

た
る
諸

論
考
が

、

こ
の

度

、
新

た
な
編

集
構

成

の
も

と

に
ま

と
あ

ら
れ

て
出

版

さ
れ
た

。

本

井

は
、
古

代
国

語

の
存

在
表

現

に
か

か
わ

る
諸
語

の
史

的

展
開

に

つ

い

て
、
資

料
を

博
捜

し

て
そ

の
実
態

を
極

め
、
整

然
と

し
た
構

成
を
も

つ

体

系

ζ
し

て
こ
れ
を

明
ら
か

に
さ

れ
た
も

の
.て
、
他

に
全

く
類
書

を
見

な

い
研
究

て
あ
る

。
そ

の
紹

介

は
、
勉

学

の
途
次

に
あ
る
筆

者

に
と

っ
て
は

甚

だ
任
重

く
容
易

.て
な

い
が

、
教
室

の
延

長
と
観

じ

て
で

き
る

だ
け

そ

の

責
を

果

そ
う
と

思
う
。

理
解

の
浅

い
点

に

つ
い
て
は
御
寛

恕
を
期

待

し
た

本

書

は
、
緒
言

、
第

一
編

序
論

二
章

四
節

、
第

二
編
各

論

四
章

十

二
節

、

第

三
編
結
論

二
章

三
節

及
び

関
連
論

文

八
篇

(本

文

五
四

三
頁

)
、
論

文

目
録

、
索
引

(
三

四
頁

)
、
後

記

よ
り
な

り
、
本
論

は

お
よ

そ
三
部

に
大

別

キ、㌔れ

て

い
る

が
、
各
編

章

の
冒

頭

に
は

、
導
入

の
た

め

に
主
題

と
指

針

が
整

理
し

て
示

さ
れ
、
緊

密

な
構
成

と
行
き

と
ど

い
た
編

集

に
な

っ
て

い

る
。
以
下
逐

一
章
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。

緒
言
は
こ
の
研
究
の
範
囲
に
わ
た
る
概
括
的
な
解
説
で
あ
る
。
古
代
国

語
の
下
限
を
ラ
変
活
用
語
尾
の
四
段
化
し
た
時
期
に
お
き
、
そ
の
間
に
お

け
る
ア
リ
を
基
本
と
す
る

一
群
の
ラ
変
活
用
語
の
形
成
過
程
と
、
そ
の
体

系
に
関
す
る
国
語
史
的
事
象
の
解
明
に
焦
点
が
お
か
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
語
学
の
諸
般
に
及
ぶ
多
角
的
な
方
法

と
記
述
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
文
法
史
論
に
終
ら
な
い
本
書
の
幅

の
広
い
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第

一
編
序
論
は
、
存
在
の
表
現
に
か
か
わ
る
諸
語
に
つ
い
て
の
諸
説
の

検
討
と
、
存
在
詞
の
展
開
の
基
礎
的
な
問
題
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
第

一
章

「存
在
の
表
現
と
存
在
詞
」
で
は
、
存
在
表
現
の
基
本
語
彙
の
解
説

と
整
理
が
あ
り
、
活
用
語
尾
に
関
し
て
、
イ
列
終
止
ラ
変
系
と
ウ
列
終
止

一
般
動
詞
系
の
、
意
義
機
能
上
の
対
立
的
な
二
系
列
想
定
の
可
能
性
に
ふ

れ
る

(
一
節
)
。
近
時
流
行
の
?
語
頭
母
音
形
成
素
に
よ
る
語
構
成
説
を

排
し
、
実
証
可
能
な
範
囲
の
中
で
、
語
尾
母
音
の
相
違
を
対
立
的
系
列
と

し
て
と
ら
え
て
観
察
の
基
礎
に
お
く
方
法
で
、
第
二
章
以
後
細
叙
さ
れ
る
。

次
に
、
ア
リ
の
用
法
の
通
時
的
概
観
と
、
文
法
学
史
に
お
け
る
そ
の
取
扱

い
の
批
判
的
通
覧
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

「存
在
詞
」
提
唱
の
濫
膓
た
る

永
井

一
孝
、
山
田
孝
雄
の
説
に
、
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン
、
　

　に説
く
と

こ
ろ
の
影
響
が
あ
る
と

い
う
新
事
実
が
付
さ
れ
て
い
る

(
二
節
H
)
。
論
究
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
は
、
新
古
の
学
説
を
余
さ
ず
検
討
し
て
取
捨
す
る
ゆ
き
方
が
全
章
節
に

お
い
て
示
さ
れ
、
先
生
の
学
問
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
と
お
人
柄
が
よ
く

う
か
が
わ
れ
る
。

第
二
章

「語
構
成
と
存
在
詞
」
は
序
論
の
中
核
を
な
す
。
ま
ず
、
ル
語
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尾
リ
語

尾

の
対

応
比

較

に
関
し

て
、
諸

説

の
慎

重

な
吟
味

の
上

に
自
説

が

展
開
さ

れ

て
い
る
。

即
ち

、
共

に
存

在

を
表

現
す

る
語

尾
で
あ

る
が

、
四

段

系

ル

.
レ
語

尾

は
動
憲
的

作

用
表

現

と
し

て
、
動

詞
語

尾
機

能
を
付

与

す

べ
く

膠
着
す

る

の
に
対

し

て
、

ラ
変

系

リ
語
尾

は
静
慈

的
状

態
表

現
と

し

て
、

形
容
詞
活

用
語
及
び

そ

の
補
助
活

用
、
そ

の
已
然

形
形
成

に
あ

ず

か

る
も

の
.て
あ

る

こ
と
。
完

了

の
助
動

詞

リ
は
、

四
段
活

用
連

用
形

に

ア

リ
が
結
合

し
、

す
V
●

の
変

化

に
よ

っ
て
生
じ

た

二
次
的
派

生

と
す

る
通

説

や
、

冨
V
,
V
o

の
音
超

変

化
を
援

用
す
る
説
を

否
定

し

て
、
リ

語

尾

が

工
列
甲
類

音
語
根

に
直

接
膠

着
し

た
も

の
で
あ

る

こ
と
を
実

例

に
検

し

、

ア
列

に
膠

着
す

る

ル
語

尾
と

の
混
同

を
避

け

て
母
音
交

替

の
画
外

に

あ

る

工
列

甲
類
音

に
文
法

的
類

推

に
よ

る
接
続

を
な
し
た
か
と
す

る
推
論

。

リ

(完
了

)
、

ヲ
リ

、

ハ
ベ
リ
、

ケ
リ
、

セ
リ

、

メ
リ
、

ナ
リ

(伝
聞

)
、

ケ

レ

(形
容

詞

已
然
形

)

の
膠
着
的

複
合

を
、

ア
リ
融

合

の

二
次
的

派
生

語
か

ら
峻

別
す

る
立
場

。
東

国
語

「
降
ら

る
」

「
干

さ
る

」
な
ど

の
形
態

に
、

ラ
四
、

ラ
変

未
分

化

の
様

相
を

見
る

こ
と

な
ど
で

あ

る

二

節

〉
。

け
だ

し
ハ
動

態
的

動
作
表

現

と
静

態
的

状
態

表

現
、

一
次
的

膠
着
語
群

(

基

礎
的

構
成

語

)
と

ア
リ
融
合

の
二
次
的
派

生
語

群

(
複
合
的

構
成

語

)

の
区

別
は

、
本
書

に
お

け
る
存

在
詞

体
系

の
骨
格

を
な

し
、

ア
リ
融
合

を

す

べ
て

に
わ

た

っ
て
安
易

に
適

用
す

る

一
元
説

に
て
錯
綜

し

た
現
象

を
分

析

し
よ

う
と

す
る

通
説

に
対
し

て
は
、
肯
繁

に
当

る
学
説

と

し

て
独
自

の

位

地
を

示
す

も

の
と

い
え

よ
う

。
次

に
、

ア
リ
融
合

の
語
彙

の
概

説

(
二

節

1

)

に

つ
づ

い
て
、
融
合

の
最

も
古

い
指
定

の
ナ
リ

に
お
け

る
融
合

の

契

機
と

形
成

過
程

の
解
明

が
な

さ
れ

る

(
二
節

皿

)
。

こ

こ
で

は
、
歌

調

の
整
、

不
整

に
そ

の
主
因

を
お
く
融

合
進

展

の
実
状

が
散

文
と

の
対
比

に

よ

っ
て
示
さ

れ
、
活

用

の

諸

形

に
お

け
る

融

合

形

の
偏
在

と

ナ
リ

の
指

定
辞
と
し
て
の
語
性
と
の
関
連
が
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
用
例
の
頻

度
に
か
か
わ
る
事
象
の
綿
密
な
分
析
が
本
書
の
と
る
方
法
の
基
調
と
し
て

以
下
示
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
先
生
の
言
語
観
を
反
映
す
る
も
の
で
も

あ
ろ
う
。

第
二
編
各
論
は
ア
リ
融
合
語
の
個
別
に
つ
い
て
の
通
時
的
な
詳
論
で
あ

る
。
第

一
章

「指
定
表
現
と
存
在
詞
し
で
は
、
指
定
様
式
の
基
本
を
、
文

末
零
、
文
末
ゾ
、
文
末
ナ
リ
の
三
形
式
に
発
展
的

に
と
ら
え

二

節
〉
、

ゾ
と
ナ
リ
の
消
長
過
程
に
つ
い
て
、
広
汎
に
使
用
さ
れ
た
主
観
的
な
指
定

性
の
強
い
ゾ
が
や
が
て
そ
の
陳
述
性
を
衰
頽
さ
せ
て
用
法
を
固
定
化
し
、

ま
た
、
漢
文
の

「也
」
字
に
関
連
し
て
注
釈
的
文
体
に
保
存
さ
れ
て
ゆ
く

の
に
対
し
て
、
客
観
的
な
指
定
性
を
示
す
新
興
の
ナ
リ
が
文
章
瑚
語
と
し

て
の
用
途
を
広
げ
て
ゾ
に
優
越
し
、
連
体
形
承
接
を
も
成
立
さ
せ
て
ゆ
く

交
替
的
移
行
現
象
を
資
料
を
駆
使
し
て
述
べ
て
あ
る

(二
節
)
。
第
三
節

「伝
聞
推
定
の
助
動
詞
ナ
リ
に
つ
い
て
」
は
、
終
止
形
接
続
の
ナ
リ
の
本

質
に
関
す
る
考
察
で
、
伝
聞
説
の
代
表
的
見
解
と
し
て
あ
ま
噸
に
著
名
で

あ
り
、
こ
こ
に
紹
介
の
要
は
あ
る
ま
い
。
指
定
の
ナ
リ
と
は
成
立
を
峻
別

す
る
立
場
で
、
先
生
の
存
在
詞
の
体
系
の
基
礎
を
な
す
。
次
に
、
タ
リ

(

指
定
)
に
つ
い
て
。
そ
の
形
成
に
関
与
す
る
語
性
を
助
詞
の
ト
に
お
い
て

検
討
し
、
発
達
過
程
を
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
を
は
じ
め
豊
富
な
訓
読
語

資
料
で
示
さ
れ
る
。
タ
リ
の
訓
読
語
と
し
て
の
磁
合
の
特
異
性
-
連
体
形

の
斉

一
な
る
完
備
と
そ
の
特
殊
用
法
ー
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

(四
節
)
。

第
二
章

「完
了
の
助
動
詞
と
存
在
詞
」
は
テ
ア
リ
の
融
合
を
め
ぐ
る
論

究
で
あ
る
。
ま
ず
、
韻
文
に
お
け
る
タ
リ
形
成
の
進
捗
度
と
活
用
形
の
偏

在
は
ニ
ア
リ
に
近
似
す
る
が
、
タ
リ
融
合
の
よ
り
著
し
い
進
展
の
素
因
を

そ
の
連
体
修
飾
機
能
と
形
式
化
に
あ
る
と
し
て
、
両
者
の
こ
ま
か
な
相
違

一71一



の
指
摘

が
あ

り
、

位
相

に
関

し

て
、
保
守
的

訓
法

に
保

持
さ
れ

る

テ

ア
リ

の
分
布

と

そ

の
推
移

が
述

べ
ら
れ

て

い
る

二

節

)
。

次

に

「
来

た

る

(

足

)
」

と

ケ
リ

の
近

似
と
相

違
を

、

ル
語

尾
リ

語
尾

の
対

応
関

係

に
見

、

ケ
リ

の
本

質
を

、

「来

」
と

「
有

」

の
要
素

の
分

析
か

ら
、
過
去

或

い
は

他
者

を

主
体
的

に

「
迎
え
取

る
」
姿

勢
を

示
す
も

の
と
説

明
さ

れ
る
。

過

去

、
回

想
、
発

見
、
詠

嘆
等

の
意
味

の
派

生
が

語

の
構
成

要
素

か
ら
総

括

さ
れ

る
が
、
筆
者

に
は
や

や
難
解

に
感

じ

ら
れ

た
。

こ
の
節

は
ま

た
、

タ

リ
と

り
の
消
長

に
ふ
れ

、
上

接
動
詞

の
活

用

に
左
右

さ

れ
る
だ

け
の
東
大

寺

謁
揺

文
稿

の
興
味
あ

る
事

例

の
指

摘

や
、
院
政
期

以
降

の
資
料

で

の
文

体

と

の
関

連
が

付
記

さ
れ

て
い
る

(
二
節

)
。

第

三
章

「
補

助
活

用
と
存
在

詞
」

で
は

、

ナ
リ
、

タ
リ
と

は
対
蹄

的

に

接
続

機
能

の
必

要
か
ら

発
達

す
る
補

助
活

用

の
形

成
過
程

が
明
ら

か

に
さ

れ

て

い
る
。
即

ち
、
形

容
詞

カ
リ
語

尾

の
形

成

は
、
歌

調
の
上

の
助
長

が

あ

る
が
、

語
彙

に
よ
る

遅
速

が
あ

っ
て
接
続

形
式

が
中
古

に
く
ら

べ
未
発

達
で

あ
り

二

節

)
、

ベ
カ

リ
は
訓
読

語

で

の
発
達
が
著

し

い

こ
と
。

ガ

ル
語

尾

は
カ
リ
語

尾
と
対

応
す

る
も

の
で
動

態
的
叙

述
を
担

い
、

位
相

に

・関
係

す

る

こ
と
。

イ

マ
ス
カ

リ
は
、

通
説

の
複
合
説

(序
論

一
章

一
節
1

)
に
よ
ら
ず

、

カ
リ
語

尾

の
接

尾
辞

化

の
後

、
膠
着
的

に
形

成
さ

れ

た
も

の
で

、

ガ

ル
語

尾

の
性
質

と
近

似
す

る

こ
と
(
二
節

)
。
ザ

リ

の
融
合

も
歌

調

に
関
係
す

る
が

、
未
然

形

に
著

し

く
、
ズ

シ

テ
は
後

の
類

推

に
よ
る
発

生
と

み
る

こ
と

(
三
節

)
な
ど
で

、
万
葉

集

の
訓
詰

に
ふ
れ

る
と

こ
ろ

が

あ

る
。

第

四
章

「
比
況

の
助
動

詞
ゴ

ト

シ
と
存

在
詞

」

は
ゴ

ト
シ

の
複
雑

な
語

尾
形
態

の
分
析

で
あ

る
。
本

来
、

副
詞

形
成

の
用
法

に
そ

っ
て
発
達

し

た

ゴ

ト
シ

の
、

形
容
詞
的

用
法

と
形

容
動
詞

的

用
法

の
分

岐
を

位
相

の
上

に

観
察

し

て
、
ゴ

ト

ク

ニ
の
訓
読

語

よ
り

国
文
体

へ
の
流

用

と
ゴ

ト

ク

ナ
リ

の
拾

頭
、
訓

読

語

に
お

け
る

カ
リ
活

用

の
潜

在

形
ゴ

ト

ク

ア
リ

の
非
融

合

の
保

持

の
状

態
が

記
述

さ
れ

、
ゴ

ト
キ

(訓

読

調
)
ー

ゴ

ト
キ

ナ
リ

、
ゴ

ト
ク

(
国
文

調

)
ー

ゴ

ト
ク

ナ
リ

の
形
成

の
質
的

相
違

を
説

か
れ

る
。

ま

た

そ
の
展
開

と
分
布

の
実

態
が

今
昔
物

語
集

の
用
例

の
検

索
で

示

さ
れ

て

い
る

二

節

〉
。
次

に
、
熟

語
カ

ク

ノ
ゴ

ト

シ
は
形
容

詞
活

用
及

び

カ
ク

ノ
ゴ

ト
キ

ニ

(
ノ
)

の
形
を
と

っ
て
訓
読
性

が
強

く
、

ゴ

ト

シ
の

一
般

的

用
法

と
相
違

す

る

こ
と
を

指
摘

し

て
、
訓
読
資

料

、
今

昔
物

語
集

な

ど

の

用
例

に
よ
る

そ

の
実

証
が

な

さ
れ
る

(
二
節

)
。

し
か
し

て
、

ゴ

ト
シ

の

こ
の
二
面
性

は
、

カ
カ

リ

・
シ
カ

リ

・
サ
リ
と

カ

ク
ナ
リ

・
シ
カ

ナ
リ

・

サ

ナ
リ

の
対

応
す

る
語

尾
形
態

に
相

応
じ

て
共

通
し
、

形
容

詞
と

副
詞

の

中

間
的
性

格

を
示

す
所

以
が
明

ら
か

に
さ
れ

、
多

カ

リ
と
大

キ

ナ
リ

の
形

成
が

ゴ
ト

シ
の
語

尾
形
態

の
形

成

に
全

く
類

似
す

る

こ
と
か

ら
、

こ
れ

を

同
じ
体

系
中

の

一
類

と

み
な
す

先
生

の
独
自

の
見

解
が

示

さ
れ

て

い
る

(

三
節

)
。
ゴ

ト

シ
の
語

誌
は

こ

こ
に
始

め

て
明
ら

か

に
さ

れ
た
と

い
え
よ

う
。以

上

、
各
論

に
お
け

る

ラ
変
活

用

語
展

開

の
史
的

追

求

は
、
広

汎
な
資

料

の
精
査

と

そ

の
犀

利
な

分
析

に
よ

っ
で

間
断
す

る
と

こ
ろ
な
く

極
め

ら

れ

て
い
る
が

、

そ
れ

ら

の
各
語

は
互

に
系

列
を
な

す
類

と
し

て
と

ら

え
ら

れ

て
お
り
、

史
的

展
開
を

体
系

化
し

よ
う

と
す

る
構

想

に
よ

っ
て
貫

ぬ
か

れ

て
い
る
。

第

三
編

結
論

は

二
部

に
分
か

れ

る
。
前

半
、
第

一
章

「
存
在

詞

の
展

開

」

は
、
存

在
詞

の
体

系

の
構

成

と

そ
の
展
開

に

つ
い
て
の
ま

と
め

で
あ

る
。

ラ
変
活

用
語

は
構

成
要

素

の
形
態

の
分

類

か
ら

、
基

礎
的

構
成

語
と

複
合

的
構

成

語

に
二
大

別

さ
れ

、
更

に
、
形

成

過
程

の
相
違

と
品
詞

論
的

な
観
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点

か
ら

四
種
十

一
項

の
整
然

た

る
体
系

と
し

て
図
式

化
さ

れ
る

(
三
六

八

頁

)
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
各

語

の

ラ
変
活

用
形

成

の
遅
速

が
通
時

的

に
観

察

さ
れ

、
形
成

に
関
与

す

る
上
位
語

の
語
性

と

そ
の
結
合

関
係

の
あ

り
方

が
判

然
と

示
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

ア
リ

の
補
助
的

役
割

の
本

質

は

「

副
詞

的

な
修
飾

語
を

、
そ

の
表

現
性

を
変

へ
る

こ
と

な
く
機

能
さ

せ

る
こ

と

」

に
あ

る
と

述

べ
ら
れ

て

い
る

二

節

〉
。

次

に
、
古
今

集

に
お
け

る

ラ
変

活

用
語

の
展
開

と
文
体

の
関

係

の
実

状

の
調
査

か
ら

、
韻

文

の
ア
リ

融
合

に
果
た
す

役
割

が
再
確
認

さ

れ

(
二
節

)
、
語

の
消

長

に

つ
い
て
の

整

理
と
、

語
尾

形
式
成

立

の
時

期
を

各

語

に

つ
い
て
解
説
し

て

(
三
節

)

ま
と

め

は
終

る

。

後

半
、
第

二
章

「
余

説
お

よ
び
応

用

」
は
、
章

題

の
示
す

ご
と

く
本

論

の
記

述

に
関
連

す
る
八
篇

の
論

文
を

お

さ
め
、

特
殊

研
究
編

の
趣
き

を
見

せ

る
。

「
一

古

事

記

に
お

け
る
応

用
」

の
ー

は
、

高
比
売

命

の
詠

歌

の
末
尾

「
…

迦
微
曽

也

」

の

「也

」
字

を

、

「
故

歌

日
」

の

「
日
」

に
呼
応

す

る

助
字

と
し

、
ゾ

を
イ

ハ
ク

に
対

応

し
た
歌

全
体

の
指
定

と
考

え
る

可
能
性

を
論

じ
、
Ⅱ

は

「
如
」

字

の
訓

法

に

つ
い

て
、

ゴ

ト
ク

ニ
、

ゴ

ト
ク

ナ
リ

の
訓

を
認

め
ず

、
記
伝

の
訓
を

改
め

ら
れ

る
。

「
二

万
葉
歌

に
お
け

る

聴

覚
表

現

の
構
文

」
は

、
視
覚

が
聴

覚

に
優

越
す

る

こ
と
か

ら
、
推
定

表

現

の
渕

源
を

聴
覚

に
措
定

し
、

複
述

語
文

の
設
定

を
批

判
し

て
、
視
聴

覚

判
断

に
基

づ

く

「
聞
ゆ

」

の
詞

的
性

格
と

「
見

ゆ
」

の
詞
辞

の
二
面
的

性

格

に

つ
い
て
述

べ
ら
れ

る
。

「
三

助
動
詞

「
な
り
」

と

「
め

り
」

の
世

界

」

は
、
視

聴
覚
表

現

の
面
で

、

ナ
リ
と

メ
リ

の
共

存

、
交
替

の
事

例
が

源
氏
物

語
な

ど

に
出

現
す

る

こ
と

に

つ
い
て
、
平
安

時
代

語

に
お
け

る
そ

の
消

長
は
推
定

対
推

定

の
対
応

と
し

て
比
較

さ

る

べ
き
も

の
で

、
両

者

の

推
定

辞
と

し

て

の
意

義

の
抽
象

化

に
主

因

が
あ

る

こ
と
を
指

摘

さ
れ

た
も

の
。

「
四

連

体
格

に
た

つ

「
非
」

字

の
訓

」

は
、
金

光
明

最
勝

王
経

の

西
大
寺

本

と
石
山

寺

旧
蔵
本

に
お
け

る
打
消

の
ズ

の
連
体

形

の
比

較

で

、

ザ

ル
優
勢

の
史
的

傾
向

の
中

で
、

「
非

」
字

に

つ
い
て
は

ヌ
が
保

持

さ
れ

て

い
る
事
実

の
指

摘
で

あ

る
。

「
五

「
今
昔

』
考

」

「
六

『
今

昔
考
』

補
説

」

は
、
説
話

の
冒

頭
形
式

「
い
ま

は
む
か

し
」

の
構

造
と

解
釈

に
関

す

る
独

自

の
説
で

あ

る
。

「
い
ま

は
む

か
し

」
は

「
む

か
し

」
と
次

元
を

異

に
し

、

通
時
的
終

端

と
し

て

の
現
在
を

示

す
時

の
副

詞
で

、

ケ
リ
体
本

文
を
挿

ん
で

「
と

そ
語

り

(
云

ひ
〉
伝

へ
た

る
」

に
呼
応

し

、

「
昔

を
今

に
な
す

」
形

で
説

話
伝

達

の
時

を
示

す
も

の
と
さ
れ

、

ケ

リ

・
タ
リ
の
本

義

と

の
か

か
わ

り
、
源

氏
物

語
桐
壷

巻

の
冒

頭
末

尾

の
形

式

の
解
釈

、
宇

治
拾

遺

物
語

の
不

整
形

の
問
題

な
ど

に
ふ
れ

る
。

「
七

近
世

初
期

に
お

け
る
指

定
表

現

」
は
、

肥
後

に
伝

え
ら

れ
た
関

東
系

抄
物

と

い
う
珍

ら
し

い
資

料

「
五
逆
秋

(無

門
関
抄

)
」

に
お
け

る
指
定

法

の
記
述

で
あ

る
。

「
八

「
な
る
」

の
意
味

変

化
」

は
、
主

格
表

示

の

「
固

有
人

名

+
者

」

の
訓
読

形
で

、

ト
イ

フ
に
置

き
か

え
ら

れ
る

ナ

ル
の
特
殊

用
法

(顔

回

ナ

ル
者

・
文
法

上
許

容
事
項

一
六

)
は
、
早

く

は
仁
斎

の
古

義

の
点
や
秋

成

の
雨
月

物

語

に
見

え

る
と

い
う
国
語

史
的

事
実

の
指

摘
で

、

「
者

」
で

受

け
る
体

言
を

一
律

に
ナ

ル
と

訓
む
史

的
傾

向

に
意
味
変

化

の
主
因

が
あ

る

と

述

べ
ら
れ

て
い
る
。

以
上

で
蕪
雑

な

あ
ら
ま

し
を
終

る
が

、
リ

・
ア
リ
を
形
成

素

と
す

る
す

べ

て
の
複
合

語
が

、

そ
れ

ぞ

れ

の
個
性
を

明
ら

か

に
し

つ
つ
、

さ
ま
ざ

ま

な
文

体

の
か

か
わ

り
あ

い

の
中

で

一
つ
の
体
系

と
し

て
帰
納

さ

れ

て
ゆ

く

記

述
は
見

事
で

あ

る
。
未

踏

の
研
究

成
果

と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う

。
ま

た

最
勝

王
経

の
年

代
を

異

に
す
る
諸

点
本

の
比

較

や
巻
末

の
多

彩

な
諸
論

考
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は
、
更
に
新
た
な
発
展
的
分
野
を
示
唆
し
、
読
者
の
研
究
心
を
そ
そ
っ
て

や
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
打
消
の

「絶

工
に
す

(あ
〉
レ

[
不
]
」

(西

大
寺
本
最
勝
王
経
古
点
)
な
ど
、
随
所
に
見
ら
れ
る
先
生
な
ら
で
は
の
貴

重
な
事
例
の
提
示
や
新
見
の
紹
介
は
、
紙
幅
に
余
裕
な
く
遺
憾
な
が
ら
す

べ
て
省
略
し
た
。
章
節
を
追
っ
て
の
不
得
要
領
な
要
約
に
終
始
し
て
意
を

言

尽
く
さ
な
い
が
、
こ
の
拙
文
が
本
書
理
解
の
一
助
と
も
な
れ
ば
、
先
生
の

一

講
莚
に
連
な
っ
た
者
と
し
て
喜
び
こ
れ
に
す
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

(昭
和
四
十
三
年
七
月
、
風
間
書
房
刊
、
四
〇
〇
〇
円
)

▼
受

贈
雑

誌

昭
和
娼
年
-
月
～
6
月

(そ
の
二
)

国
文
学

ノ
ー
ト

(成
城
大
学
短
期
大
学
〉
5

専
修
国
文
3

日
本
文
学
誌
要

(法
政
大
学
)
18

・
19

・
20

上
智
大
学
国
文
学
論
集
1

和
洋
国
文
研
究
6

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
4

跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
5

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
16

相
模
女
子
大
学
紀
要
28

・
29

鶴
見
女
子
大
学
紀
要
5

国
文
学
論
考

(都
留
文
科
大
学
)
3

・
4

人
文
研
究

(神
奈
川
大
学
)
37

・
38

人
文
論
集

(静
岡
大
学
)
18

岐
阜
大
学
研
究
報
告
16

金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
15

金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
16

金
沢
大
学
教
養
部
論
集
5

国
語
国

文
学

(名
古

屋
大

学

)
21

国
語
国

文
学
報

(愛

知
教

育
大

学

)
21

滋
賀

大

国
文

5

愛
知

県
立

大
学

文
学

部
論

集

18

中
京

大
学

文
学

部
紀

要

2
巻

ー

ア
カ
デ

ミ

ア

(南

山

大
学

)
6B

・
劔

・
65

富
山

高
校

国
語

国
文

学

研
究

紀
要

7

国

語
国
文

11

～
5
月

研
究

集
録

(大

阪
大
学

教
養

部

)
16

文
庫

(大

阪
大
学

)

17

・
18

学

大

国
文

(大
阪

学
芸
大

学

)

11

女
子
大

文

学

(大

阪
女

子
大
学

)
19

女
子
大

国
文

(京
都

女

子
大
学

〉
47

・
娼

・
49

同
志
社

国
文

学
3

国
文
学

(関

西
大

学

)
姐

人
文
学

(
同
志
社

大
学

)

期

人
文

研
究

(大

阪
市
大

〉
19
巻

3
～

7
・
8

-
11

人
文
論
究

(関
西
学
院
大
学
)
18
巻
2

・
3

障
蔭
国
文
学
5

国
文
学
論
叢

(竜
谷
大
学
)
13

大
谷
学
報
好
巻
1
-
4

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
4

園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
2

文
林

(松
蔭
女
子
学
院
大
学
〉
2

国
文
学
放
必

.
菊

.
弱

近
世
文
芸
稿
13

中
世
文
芸

(広
島
大
学

)
諭
・
40

方
言
研
究
年
報
10

島
根
大
学
文
理
学
部
紀
要
ー

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
2

山
口
大
学
文
学
会
誌
18
巻
2

山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
翅

愛
媛
大
学
紀
要
13
A

愛
媛
国
文
研
究
17

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
11

甲
南

国
文
15


